
全
体
像
を
把
握
す
る
B
I
M
一
最
適
化
」
を
図
る
こ
と
を
重
一

の
導
入
に
つ
い
て
、
佐
藤
技
一
要
課
題
に
挙
げ
た
。
一

監
は
「
生
産
シ
ス
テ
ム
で
の
一

B
I
M
の
導
入
は
建
築
分

業
務
の
負
荷
@
負
担
が
減
っ
一
野
が
先
行
し
て
い
る
が
、
土

て
も
人
の
価
値
は
下
が
る
の
一
木
分
野
で
も
同
様
の
取
り
組

で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
の
判
↓
み
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
が

断
が
よ
り
問
わ
れ
る
こ
と
に
一
必
要
だ
と
指
摘
。
計
閣
か
ら

な
る
」
と
説
明
。

B
I
Mを
一
設
計
@
施
工
、
維
持
管
理
に

ル
と
し
て
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
通
じ
て
「
事
業
全
体
と
し
て
一
わ
た
る
生
産
@
管
理
シ
ス
テ
一

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
一
1

リ
ン
グ

(
B
I
M
)
に
着
目

し
¥
労
働
集
約
型
の
産
業
構

造
か
ら
建
設
産
業
が
脱
皮
し

て
「
知
識
集
約
。
知
識
産
業

佑
」
を
図
る
必
要
性
を
訴
え
一

た。
形
だ
け
で
な
く
、
属
性
情

報
も
取
り
込
ん
で
構
造
物
の

JACICセミ

日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン

タ
ー

(
J
A
C
I
C
、
門
松

武
理
事
長
)
が
日
日
に
東
京

都
内
で
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
き
、

国
土
交
通
省
の
佐
藤
直
良
技

監
が
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
講
演
し
た
日
写
真
。

生
産
シ
ス
テ
ム
の
現
状
に

一一札品

つ
い
て
、
佐
藤
技
監
は
「
各

過
程
で
個
々
の
ス
テ
l
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
頑
張
っ
て
い
る

が
、
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
の

中
で
は
ぶ
つ
切
り
状
態
に
な

っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
事
業

に
関
わ
る
関
係
者
全
体
の
総

合
力
が
発
揮
し
さ
れ
て
い
な

い
問
題
を
指
摘
。

そ
れ
を
結
び
付
け
る
ツ
!

ム
で
情
報
通
信
技
術

(
I
C

T
)
を
活
用
し
、
の
業
務
の

効
率
伯
を
図
る
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ジ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
モ
デ
リ
ン
グ
(
C
I
M
)
一

の
構
築
に
国
交
省
が
率
先
し
一

て
取
り
組
む
考
え
を
示
し

た。
佐
藤
技
監
は
「
建
築
と
土

木
を
一
体
的
な
生
産
シ
ス
テ

ム
で
と
ら
え
、
建
築
だ
け
で

な
く
、
土
木
も
試
行
工
事
を

行
い
な
が
ら
課
題
を
出
し
¥

ト
ー
タ
ル
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
さ
ら
に
、
建
設
事
業
に
関
一

す
る
情
報
を
土
木
@
建
築
、

業
種
を
問
わ
ず
活
用
で
き
る
マ

「
共
通
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
一
一
つ
」
と
参
加
者
ら
に
呼
び
掛

業
界
全
体
で
つ
く
っ
て
い
こ
一
け
た
。

[建設ICT]

1.日経 2朝日 3.毎日
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設工業
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